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小田切幸一家文書（追加分Ⅰ・Ⅱ）から 

 

はじめに                          １  

１   江戸時代の五人組制度「惣介一札」から        ３  

２   伊能忠敬測量隊へ差出文書              ４  

３   豆腐「口達覚」                   ６  

４－① 小田切辰之助の経営状況「所得金高届」から      ７  

４－② 埼玉県からの生繭買い入れ「生繭送券」「清算記」から  ９  

４－③ 小田切家における槇の調達「槇通帳」から       １０  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治 27 年 7 月「所得金高届」 
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小田切幸一家文書（追加分Ⅰ・Ⅱ）紹介 

 

小田切幸一家文書「追加分Ⅰ」は、2012年（平成 24）6月に市が小田切家から取得した

土地とともに、翌 2013 年３月に取得した文書である。続く「追加分Ⅱ」は、2013 年の小

田切家住宅の調査の中で発見された文書である。いずれも、典籍・書籍を除いた文書史料

に限定している。 

 

 

 ＜追加分Ⅰ について＞ 

 この追加分Ⅰの一番古い文書史料は、寛政３年（1791）３月のＨ－１「上下（裃）着用

者書上覚」である。寛政－文化・文政－天保期の史料は、新たに見つかった史料で、この

時期の小田切家の動向が読み取れる貴重な史料群である。 

明治期の文書では、小田切家が所有する明治 11 年（1878）12 年の地租改正地券が 134

枚も残る。また、同 22年 12月作成の字上町外 23枚の町内絵図が残されている。さらに、

明治 39 年から大正６年までの当用日記（小田切佐太郎記）11 冊、昭和期の所有土地台帳

（６年から 29年）や、借家・小作人調べ台帳（７年から 19年）など、小田切家の総資産・

経営に関わる史料も残されている。 

史料の分類整理にあたって、記号ＦからＨまでの４分類とした。この記号分類は、４人

の専門員が分担整理したため、便宜的かつ変則的であり必ずしも統一的に分類したものと

はなっていない。整理された史料の総点数は、以下のように 1,093点を数える。 

 

記号     分類項目      史料番号     史料点数 

Ｆ      明治期       ２２７      ５５８ 

Ｇ     大正・昭和期      １９５      ３６３ 

Ｈ      江戸期       １８２      ２４６ 

Ｉ      その他        ２６       ２６ 

        合  計       ６８０     １０９３点 

 

 

＜追加分Ⅱ について＞ 

 この追加分Ⅱの一番古い文書史料は、安永８年（1779）10月の「借用申金子之事（金子

借用証文）」である。寛政－文化・文政－天保期と続く江戸期の史料群のほか、明治から

大正期にかけては、繭の入荷にかかわる貨物送券・繭売買控書（百数十枚）・繭仕入元帳

などの製糸経営の金銭出入を裏付ける史料が目立っている。その他、土地建物取引・小作

関係帳面・銀行営業関係報告・納税領収書関係などの史料も残されている。 

また、昭和期の史料は量的にも多く、小田切家の経済活動を示す史料であるとともに、

「成長の家」の活動にかかわる史料が多いという特徴がある。 

 これらの史料を整理分類するにあたって、記号ＪからＯまでの６分類とした。総史料点

数は、以下のように 1,018点を数える。 
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 記号     分類項目      史料番号     史料点数 

  Ｊ      江戸期       １２４      １６４ 

 Ｋ      明治期Ⅰ      １２２      ２３３ 

  Ｌ      明治期Ⅱ      ２０１      ２０３ 

  Ｍ      大正期       １０１      １１８ 

  Ｎ      昭和期Ⅰ      ２０４      ２０４ 

  Ｏ      昭和期Ⅱ       ９６       ９６ 

         合  計       ８４８     １０１８点 

 

 今回は、１   江戸時代の五人組制度 「惣助一札」から 

         ・惣助の不埒な行為に対し、五人組が帰郷後の生活について保障するもので、

五人組の実態の一面が見られる。 

 ２   伊能忠敬測量隊へ差出文書 

     ・各地を測量していた伊能測量隊への差出文書で、絵図面が添えられている。 

     ３   豆腐「口達覚」      

         ・豆腐商売がさかんになると、豆腐の寸法や値段がまちまちになるため、藩で

は、町役人を通じて統制を掛けたものと言える。 

     ４－① 小田切辰之助家の経営状況 「所得金高届」から 

       ② 埼玉県からの生繭買い入れ 「生繭送券」「精算記」から 

       ③ 小田切家における槇の調達 「槇木通」から 

         ・いずれも小田切家の経営にかかわる文書で、製糸業にかかわる部分を中心に

解読していく。 

の、４項目について紹介する。 

 

伊能忠敬測量隊への差出絵図 
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1 江戸時代の五人組制度  －「惣助一札」からー 
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２ 伊能忠敬測量隊へ差出文書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊能忠敬測量隊へ「書上」 
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３ 豆腐「口達覚」 
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４-① 小田切辰之助家の経営状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「所得高届書控」 
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4-② 埼玉県から生繭買い入れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 16日生繭送券 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「清算記」 
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6月 21日生繭送券 

 

４-③ 小田切家における槇の調達 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治 27年「槇木通」 
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